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令
和
２
年
１０
月
１４
日
（水
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

   
◆
ぐ
る
っ
と
タ
ク
シ
ー
（
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
）

エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て 

 

Ａ
Ｉ
の
活
用
で
、
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
で
効
率
よ
く
運
行
す
る
「
ぐ
る
っ
と
タ

ク
シ
ー
」
。
高
遠
町
地
区
で
は
、
三
峰
川
左
岸
エ

リ
ア
で
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
三
峰
川
右
岸
エ

リ
ア
で
は
令
和
４
年
４
月
ま
で
に
本
格
運
行
を

開
始
し
た
い
旨
の
説
明
が
企
画
政
策
課
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。
居
住
の
地
区
が
含
ま
れ
る
エ
リ
ア

や
、
伊
那
中
央
病
院
な
ど
の
市
街
地
、
高
遠
町

総
合
支
所
等
を
含
む
高
遠
共
通
エ
リ
ア
へ
の
行

き
来
な
ど
に
ぐ
る
っ
と
タ
ク
シ
ー
で
の
移
動
が
可

能
と
な
り
ま
す
。 

今
あ
る
公
共
交
通
と
ぐ
る
っ
と
タ
ク
シ
ー
と

を
重
ね
て
運
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
高
遠

循
環
タ
ク
シ
ー
、
長
谷
循
環
バ
ス
は
ぐ
る
っ
と
タ

ク
シ
ー
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
廃
止
・
減
便
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
路
線
が
減
便
に
な

る
こ
と
へ
の
不
安
や
、
普
段
利
用
し
て
い
る
小
中

学
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

   

◆
伊
那
市
支
え
合
い
買
物
サ
ー
ビ
ス
「
ゆ

う
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
に
つ
い
て 

 

買
物
が
困
難
な
皆
さ
ん
を
対
象
に
そ
の
支
援

策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
て
軽

自
動
車
等
で
配
達
す
る
、
「
ゆ
う
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

三
義
地
区
で
は
１１
月
に
試
行
、
１２
月
か
ら

本
格
運
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
藤
地
区
で
は

地
元
への
説
明
会
が
今
月
終
了
し
、
１
月
に
試
行
、

２
月
に
本
格
運
用
の
予
定
で
す
。
藤
沢
地
区
で

も
説
明
会
・
試
行
を
経
て
、
本
格
運
用
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

   

   

応
募
の
あ
っ
た
２
事
業
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、

次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

採
択 

〇
高
遠
第
２
第
３
保
育
園
と
地
域
の
未
来
を
考

え
る
会 

事
業
名
「バ
ス
停
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

〇
絵
島
も
の
が
た
り
実
行
委
員
会 

事
業
名
「絵
島
も
の
が
た
り
写
真
展
」 

 

令
和
２
年
１１
月
１０
日
（火
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー  

●
伊
那
市
高
遠
町
ふ
る
さ
と
創
生
活
動
支

援
金
交
付
事
業
の
選
考
に
つ
い
て 

 

令
和
３
年
度
分
事
業
に
つ
い
て
選
考
・審
査
が

行
わ
れ
、
１
事
業
が
再
審
査
、
次
の
２
事
業
が
採

択
内
定
と
な
り
ま
し
た
。 

 

採
択
内
定 

〇
下
山
田
区 

事
業
名
「道
標
の
修
復
」 

〇
三
義
地
域
お
こ
し
の
会 

事
業
名
「
三
義
地
区
の
歴
史
・
文
化
の
保
存
伝

承
に
よ
る
地
域
お
こ
し
」 

第
３
回
地
域
協
議
会 

令和２年１２月発行 第５２号 

 

 

■
協
議
事
項 

■
報
告
事
項 

第
１
回 

伊
那
市
高
遠
町 

ふ
る
さ
と
創
生
活
動
選
考
委
員
会 

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

選
考
に
つ
い
て
（
３
次
募
集
） 
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ぐるっとタクシー導入に向けた要望書を提出しました 
 

第３回地域協議会でぐるっとタクシーの導入についての説明の中で出された多くの質問・

意見を取りまとめ、地域協議会から市へ要望することが第４回地域協議会で決定され、１１月

１８日、市へ要望書を提出しました。 

 

 

 

高遠町地域協議会では、２０名の委員の皆さんが、地域全体に関係する課題を協議し、

地域資源や特色を活かした個性あるまちづくりを進めています。地域協議会への意見・要望

がありましたら、協議会委員または事務局までお寄せください。 

 

 

■編集発行 高遠町地域協議会事務局 

（伊那市高遠町総合支所総務課内） 

■電  話 ９４―２５５１  

■Ｆ Ａ Ｘ ９４―３６９７ 
■Ｅメール t-sou@inacity.jp 

 

ぐるっとタクシー導入に向けた要望書 

 

ぐるっとタクシー導入については、高齢者を中心とした交通弱者を救済するサービスとして

大きな期待をいたします。 

一方で導入にあたり、藤沢線、三義・長谷循環バスが廃止となる場合に、小中学生及び高

校生の通学や、通勤に利用している方への影響が懸念されます。 

ぐるっとタクシーの導入により、地域住民にとってより利便性が向上するような公共交通とな

るよう次の事項について要望いたします。 

 

 

要  望  事  項 

 

１．小中学生の通学に支障をきたさないよう対応してください。 

２．小中学校の行事に合わせてスクールバス等が運行されるよう対応してください。 

３．高校生や通勤者など、年齢要件等によりぐるっとタクシーを利用できない方への対応をし

てください。 

４．土日祝日や、ぐるっとタクシーが運行しない時間帯について、路線バス等の確保をしてく

ださい。 

５．ＪＲバス関東の独自路線を充実、維持されるようＪＲバス関東へ働きかけください。 

６．導入後、不具合等が生じた場合は、柔軟な対応をしてください。 

 

 

令和２年１１月１８日 

伊那市長 白 鳥  孝  様 

高遠町地域協議会  

会長 伊 藤  岩 雄 
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